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気
軽
に
ど
う
ぞ

bτnます
役場の電話は

62-2111番です

藤 |1主 な 仕 Ⅲ

篤 λ逸撃 |‖
弓
・
戸斤用務

■総務課 内線 (212531番 )

議
‐
轟‐||li島

一期期凱
辞麟一肛証
禁饗案兜雪

■企画財政課 内線 (2632番 )

■民生課 内線 (343536番 )

臓
一節

絵言ふ讐季
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■教育委員会 62-37513016

一韓
繊
ｍ

岩

".'|
●
麗
警
籍

小釜瞭螢お

轟 森

肝 11轟

議 義‐

轟彙

魏蒸

撫

こんな仕事t

■出納室 内線 (282940番 )

講
■議 会 内線 (25番 )

Ⅷ

議 会事務 全般  監査 、選挙

人
事
異
動

（４
月
１
日
）
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課
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ル
▽
議
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事

務

局

長
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務

課

長

）
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一
▽
同
書
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政
係
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田
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▽
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課
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係
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▽
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■建設課 内線 (4650番 )

稚毬

1歌1裏
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許ニ

楓ユ|な

簿義|

轟

襦
■経済課  内線 (273839番 )

魃
賢皇楚襲資言「猥緊振員義経

暑島茸星壼寝春膿賞薄姜準臭
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、
生活
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評判上々。青年医師

||」
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松
岡
史
彦
医
師
が
着
任

不
安
を
と
り
の
ぞ
く
よ
う
に
、
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
な
か
ら

診
察
す
る
松
岡
医
師
¨



みんなで腑おう

日本の血籠
>4月 lロ スター ト 新 しい献血制度

″人
生
八
十
年
型
社
会
″―
―
わ
た
し

た
ち
は
今
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
長
寿
時
代
を
迎
え
て
い
議
す
。
同

時
に
、
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、　
〓
日

前
な
ら
ば
、
体
力
の
な
い
高
齢
者
は
受

け
ら
れ
な
が
っ
た
手
術
も
、
今
で
は
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
今
の
献

血
制
度
で
は
す
で
Ｅ
、
す
べ
て
の
血
液

製
剤
を
国
民
の
献
血
だ
け
で
は
賄
い
得

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
皿
液
の
安
定
確
保
を
目
指

し
、
四
月

一
日
か
ら
献
血
制
度
が
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

羞

ポ

約

七

・
二

％

の
献

血

率

は

、

世

界

「
二

百

ミ

リ

リ

″
ト

ル
」

は

、

世

を

採

血

す

る

「
成

分

献

血

」

が

導

載
薇

鄭

新

し

く

な

っ
た
献

血

制

度

に

ぜ

献
血
に
ご
協
力
を

移
動
採
血
車
が

き
ま
す

の
健
康
な
方
で
、
体
重
が
男
性
四

十
　
一二

公

民

館

村

山

食

堂

市

浦

農

協

脇
　
一九

公

民

館

・３
時

か
ら

‐４
時

３。
分
ま
で

９
時
か
ら

９
時

３。
分
ま
で

成

分

採

血

は

世

界

各

国

、

そ

し

て
国

内

の
大

学

病

院

・
総

合

病

院

で
も

す

で

に
行

わ

れ

て

い
て

、

安

蠍

聟



忘れないでね

昭和61年度労働
保険料の申告納付

交通事故で

悩んでいませんか

もし、お宅に病人が出たら

看護教室へのおさそい

一五所川原保健所一

広報ι
'41121

河り|1美化にご協力を

建設省・五所川原出張所

子
供
と
高
齢
者
を

交
通
事
故
か
ら

守

ろ

う

の
中

で
長

い
問

苦

労

を

共

に
し

て

き

た
あ

な

た

の
森

林

を

一
瞬

に

し

て
奪

い
去

ろ
う

と

し

ま

す

。

行

楽

の
季

節

は

、

緑

の
山

へ
入

親

じ

む

こ
と

は

大

い
に
結

構

な

こ

と

で
す

が

、

そ

こ

に

は

厳

し

い

″

覚

す

る

こ

と

が

大

切

で
す

。

た

ば

こ
火

の
不

始

末

に

よ

る

山

火

事

、

風

の
強

い
時

の
た

き

火

に

よ

る

森

林

火
災

な

ど

が

毎

年

の
よ

の
人

に
迷

惑

を

か

け

る

こ

と

に
な

り

、

莫

大

な

賠

償

を

負

わ

ね

ば

な

山

に

は

、

管

林

署

が
掲

げ

る

看

板

が
要

所

に
建

て

ら

れ

て
あ

り

、

山

に

入

る

方

に
注

意

を

呼

び

か

け

う

に
心

が

け

て
く

だ

さ

い
。
　

″
山

火

事

を

出

す

も

、

出

さ

ぬ

も

あ

な

た

で
す

″

十

分

注

意

し

合

っ
て

、

よ

(手讐虐言防)



OD広 報ι多ろ

み
な
さ
ん
元
気
に
■
い
て
い
ま
し
た

―

出
稼
者
を
激
励
訪
問

―

激

励

訪

問

し

た

の

は

、

工
藤

誠

第

一
日

日

は

、

京

都

府

舞

鶴

市

問

し

、

工
藤

助

役

が
本

村

の
現

況

総

務

部

長

が

、

会

社

の
概

要

を

説

地

内

に
あ

り

ま

す

が

、

工

場

内

は

て

い
る

帥

吉

野

工

業

所

で

は

、

桜

井

次

長

が
会

社

の
概

要

と

工

場

内

村

出

身

者

は

一
時

帰

郷

で

、

櫛

引

善
意
あ

り

が
と
う

今
年
も
十
万
円
を
寄
附

全

労

災

青

森

県

本

部

市

浦

地

区

と

、

現

金

十

万

円

と

火
災

予

防

の

労

働

者

の
保

険

事

業

を

取

り

扱

本
村
の
近
況
を
報
告
す
る

工
藤
助
役

（右
か
ら
二
人
目
）

丸
玉
産
業
で
働
く
村
出
身
者

中山佐―会長(左)か ら二重村長へ手渡されました。
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駒
軽
販
全
丸

ど
を
運
動

に
掲
げ
た
、
春

の
全
国

交
通
安
全
運
動
は
、
四
月
六
日
か

総

出

で

、

道

行

く

ド

ラ

イ

パ

ー

に

紹

介

す

る

コ

●
晏

議

の
開

催

に
よ

質I

::

i言

る
村
民
体
育
大
会
も
、
年
中

く

や

み

一

男
　
二“
（相
内
）
７８
歳

チ
　
ヨ

⌒相
内
）
５６
歳

リ
　
セ

（十
三
）
８６
歳

福
二
郎

（脇
元
）
７８
歳

常
治
郎

（十
三
）
４６
歳

ご

結

婚


